［直接上場会社、ブック・ビルディングの場合］
公募又は売出予定書（セントレックス）
　　　　年　　月　　日提出

株式会社名古屋証券取引所
代表取締役社長　　　　　　　殿
（　　　　　　　）株式の公募（及び売出し）を下記のとおり実施します。なお、当該公募（及び売出し）に当たっては、ブック・ビルディングの手続きによるものとし、貴所の定めるところに従い適正に実施いたします。
また、当該公募（及び売出し）実施後、貴所に提出する書面については、下記の元引受取引参加者のうち（　　　　　　　）が代表して提出いたします。
上場申請会社名　　　　　　　　　　　　　　　印
代表者の役職氏名　　　　　　　　　　　　　印
元引受取引参加者　　　　　　　　　　　　　　印
代表者の役職氏名　　　　　　　　　　　　　印
元引受取引参加者　　　　　　　　　　　　　　印
代表者の役職氏名　　　　　　　　　　　　　印
元引受取引参加者　　　　　　　　　　　　　　印
代表者の役職氏名　　　　　　　　　　　　　印
記
１．公募（及び売出し）の概要
	(1) 公募・売出しの別
	公募　　　　　　　　　　株　（　　　　　　　　　単位）
（うち自己株式の処分　　　　　　　　　　　　　株）

売出し　　　　　　　　　株

	(2) 仮条件決定日
	　　　　年　　月　　日

	(3) 需要把握期間
	　　　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで

	(4) 発行価格又は売出価格決定日
	　　　　年　　月　　日

	(5) 申込期間
	　　　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで

	(6) 払込期日又は払込期間の最終日（公募）
	　　　　年　　月　　日

	(7) 新株交付日又は受渡期日
	　　　　年　　月　　日

	(8) 公募及び売出し後の株主数
[１単位以上の株式を所有する株主数]
	人[　　　　　人]となる見込み（５．参照）

	(9) 同時に上場申請している金融商品取引所
	有 (金融商品取引所名:　　　　　　　　　　　　) ・無

	(10)上場希望日
	　　　　年　　月　　日

	（　　備　　　　　　　考　　）
	


２．ブック・ビルディングの方法に関する指針
３．公募（及び売出し）株の割当方法
(1) 配分の方法及び配分に関する制限等に関する指針
(2) 公募（及び売出し）株の元引受契約等を締結する金融商品取引業者又は外国証券業者別割当方法
	
	証券
	証券
	証券
	証券
	証券
	証券
	合　計

	口　数
	口
	口
	口
	口
	口
	口
	口

	株　数
	株
	株
	株
	株
	株
	株
	株


※元引受取引参加者代表者が想定している割当方法（提出日時点で証券別の割当方法が確定していない場合）

	１口当たり
	株


４．売出人の氏名と売出株数

	売出人の氏名
	売出株数
	売出人の氏名
	売出株数

	
	株
	
	株

	
	株
	
	株

	
	株
	
	株

	
	
	合　　計
	株


５．公募（及び売出し）後の株主数状況
	
	単位株主数

	最近の基準日等（　　　　年　　月　　日）における株主数
	ａ
	人

[　　　人]

	今回の公募・売出しにより増加・減少する見込みの株主数
	ｂ
	人

△　　　人

	最近の基準日等以降上場希望日までに、ストックオプションの行使により増加する見込みの株主数
	ｃ
	人

	上場時株主数　a±ｂ＋ｃ
	Ａ
	人


［添付書類］
・各元引受取引参加者の上場前の公募等に係る配分の方法及び配分に関する制限等に関する指針についての社内規則（ただし、既に当該社内規則を提出しており、その内容に変更が無い場合には添付の必要はありません。）

・非取引参加者又は外国証券業者が元引受契約等を締結する場合は、上場前の公募又は売出し等に関する規則第８条に基づく契約書の写し（当該非取引参加者又は外国証券業者が引き受け又は取り扱う株主等の状況を本書に記載したい場合には、株券上場審査基準の取扱い６(1)ｅの内容についても当該契約に明記されている必要があります。）

・国内の他の金融商品取引所に同時に新規上場申請を行い、当該他の金融商品取引所の会員又は取引参加者である非取引参加者が元引受契約等を締結する場合は、上場前の公募又は売出し等に関する規則第９条に基づく契約書の写し

（記載上の注意）

・公募（及び売出し）において、オーバーアロットメントによる売出しを行うことができる場合には、当該売出し及びそれに関連する事項（シンジケートカバー取引、グリーンシューオプション）を除いて記載し、当該売出し及びそれに関連する事項（シンジケートカバー取引、グリーンシューオプション）の内容を末尾に具体的に注記してください。

（「１．公募（及び売出し）の概要」について）
・(1)に公募単位数を内訳として記載してください。また、自己株式の処分による公募を行う場合、に自己株式の処分による公募株式数を内訳として記載してください。
・(8)の「公募（及び売出し）後の株主数」欄には、「５．公募（及び売出し）後の株主数状況」のｃ欄上場時株主数を記載してください。
・国内の他の金融商品取引所に同時に上場申請を行い当取引所以外の金融商品取引所を上場前の公募等に関し主たる事務を取り扱う金融商品取引所と指定した場合、その取引所名及び指定した理由を備考欄に記載してください。
（「３．(2) 公募（及び売出し）株の元引受契約等を締結する金融商品取引業者又は外国証券業者別割当方法」）
・５．の「今回の公募・売出しにより増加する株主数」の根拠となる公募（売出し）株の割当方法（口数、株数）を、金融商品取引業者別に記載してください。
・書面提出日時点で金融商品取引業者別の割当方法（１口当たり株数）が決定していない場合は、元引受取引参加者代表者（主幹事証券）が想定している割当方法（１口当たり株数に関する大まかな方針）を前提に、金融商品取引業者別の口数・株数を算定してください。
・非取引参加者又は外国証券業者の口数等については、当該公募（及び売出し）の実施状況に関する報告等を内容とする契約を新規上場申請者と締結した非取引参加者又は外国証券業者分のみを記載してください。
・非取引参加者又は外国証券業者の口数等について、当該公募（及び売出し）の実施状況に関する報告等を内容とする契約を新規上場申請者と締結していない非取引参加者又は外国証券業者分については、取引参加者名の記載欄に「非取引参加者分」等（海外公募（及び売出し）の場合は「海外販売分」等）の名称で記載し、口数は１口、株数は当該非取引参加者又は外国証券業者引き受け（又は取り扱い）株数の合計を記載してください（当該非取引参加者又は外国証券業者が複数の場合も合計して１口となります）。
（「５．公募（及び売出し）後の株主数状況」について）
・株主数については、1単位以上の株式を所有する株主の数を記載してください。
・実質上の所有者数について記載し、他人（仮設人を含む）名義は株主数には含めません。（なお、㈱証券保管振替機構名義の株式のうち名義書換失念株式がある場合については、㈱証券保管振替機構を１名として記載してください。）
・ａ欄については、ＡＤＲ等預託証券の受託機関の名義の株式を所有する者で１単位以上の株式を所有する者を株主数合計に含める場合は、内数として[　　]に記載し、その旨の証明書を添付してください。
・ｂ欄については、増加・減少を相殺した結果を記載するのではなく、増加数と減少数を分けて記載し、減少については△印を付してください。
